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日本心臓財団より

日
本
心
臓
財
団
は
、
わ
が
国
三
大
死
因
の
う
ち
の
心
臓
病
と
脳
卒
中

の
制
圧
を
目
指
し
て
、
一
九
七
○
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

当
財
団
は
、
研
究
に
対
す
る
助
成
や
予
防
啓
発
、
ま
た
世
界
心
臓
連

合
加
盟
団
体
と
し
て
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
心
臓
血
管
病
の
予
防
・
制

圧
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
当
財
団
は
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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数
分
間
、
胸
、
肩
か
ら
背
中
に

か
け
て
痛
む

駅
の
階
段
を
昇
る
と
き

息
切
れ
し
て
し
ま
う

心臓の働きが弱った状態になると少しの運動でも息切れします。
この人の場合は肥満が原因かもしれません。しかし、息切れは虚
血性心疾患による心機能低下の一つです。精密検査を受けておく
とよいでしょう。

突
然
、
激
烈
な
胸
の
痛
み
が

長
く
続
い
た

風
邪
で
も
な
い
の
に
咳
や

声
が
か
す
れ
る

四
〇
歳
を
過
ぎ
た
ら

欠
か
せ
な
い
定
期
検
診

こんな症状があったら
虚
血
性
心
疾
患

虚
血
性
心
疾
患
を

疑
っ
て
み
る

狭心症の疑いがあります。代
表的な症状は胸痛ですが、歯
やアゴの痛み、腕や肩の痛み、
喉が詰まるなど、現れる症状
はさまざまです。痛みは5分以
内に消失するのが特徴です。

虚
血
性
心
疾
患
は
、
昼
夜
休

ま
ず
働
い
て
い
る
心
臓
の
筋
肉

（
心
筋
）
に
酸
素
と
栄
養
を
送

り
届
け
て
い
る
冠
動
脈
と
い
う

血
管
の
異
常
か
ら
起
こ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
別
名
冠
動
脈

疾
患
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
の
内
側
が
動
脈
硬
化
あ

る
い
は
血
管
平
滑
筋
の
収
縮
で

狭
く
な
り
、
心
臓
に
十
分
な
酸

素
と
栄
養
の
補
給
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
異
常
の
原
因
で

す
。
虚
血
性
心
疾
患
の
代
表
的

な
病
気
に
は
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
が
あ
り
ま
す
。

虚
血
性
心
疾
患
に
早
く
気
づ

く
に
は
、
初
期
の
自
覚
症
状
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
五
〇
歳
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
、
A
さ
ん
は
過

密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
仕
事

を
す
る
毎
日
。
帰
宅
も
深
夜

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
七
年

前
、
健
康
診
断
で
軽
い
高
血

圧
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
治
療

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
寒
い

朝
、
通
勤
途
中
で
突
然
、
胸
、

肩
か
ら
背
中
に
か
け
て
痛
み

が
走
っ
た
。
し
ば
ら
く
痛
み

を
こ
ら
え
て
い
る
と
二
、
三

分
で
治
ま
っ
た
。
父
親
が
心

筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
心
臓
の
こ
と
が
少

し
気
に
な
る
。

(

六
〇
歳
、
主
婦
）

主
婦
業
三
十
数
年
の
C
さ

ん
は
、
更
年
期
の
頃
か
ら
太

り
は
じ
め
、
三
年
前
の
成
人

病
検
診
で
軽
い
糖
尿
病
と
診

断
さ
れ
た
。
グ
ル
メ
の
C
さ

ん
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
、
初
め

は
運
動
や
食
事
に
気
を
つ
け

て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
も
と

に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

最
近
、
駅
の
長
い
階
段
を
昇

っ
て
い
る
と
、
息
切
れ
が
し

て
、
途
中
で
一
息
入
れ
な
い

と
上
ま
で
行
け
な
く
な
っ
て

き
た
。

（
五
十
八
歳
、
学
校
教
師
）

管
理
職
の
B
さ
ん
は
運
動

嫌
い
で
知
ら
れ
て
い
る
。
退

職
し
た
ら
書
斎
に
こ
も
り
読

書
三
昧
が
夢
だ
。
あ
る
夜
、

会
議
で
遅
く
な
り
、タ
ク
シ
ー

で
帰
宅
す
る
途
中
、
激
し
い

胸
の
痛
み
に
襲
わ
れ
た
。
痛

み
は
な
か
な
か
治
ま
ら
ず
、

た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
感
じ

た
。
今
ま
で
狭
心
症
の
経
験

は
な
い
。

激しい胸痛が収まらない
場合、第一に心筋梗塞が
疑われます。狭心症と同
様、胸部以外にもさまざ
まな部位に痛みを感じる
ことがあり、ときに激し
い腹痛で消化性潰瘍と間
違われる場合もあります。
痛みは15分以上持続する
のが特徴です。すぐに救
急車を呼びましょう。

（
七
十
五
歳
、
年
金
生
活
者
）

D
さ
ん
は
会
社
を
定
年
退

職
す
る
こ
ろ
に
狭
心
症
を
患

っ
た
経
験
が
あ
る
。
五
〇
歳

代
か
ら
高
血
圧
が
あ
っ
た

が
、
降
圧
薬
は
飲
ん
だ
り
飲

ま
な
か
っ
た
り
し
て
い
た
。

最
近
、
風
邪
で
も
な
い
の
に

咳
や
声
が
か
す
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
夜
は
枕
を
高
く
し
て

寝
な
い
と
寝
つ
け
ず
、
夜
中

に
何
回
も
ト
イ
レ
に
立
つ
。

疲
れ
や
す
い
た
め
外
出
は
せ

ず
、家
に
い
る
こ
と
が
多
い
。

胸
に
痛
み
や
息
苦
し
さ
、
不

安
感
な
ど
違
和
感
を
感
じ
た

ら
、
専
門
の
医
師
に
診
て
も
ら

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
因
子

に
は
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

喫
煙
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い

こ
れ
ら
の
状
態
が
重
な
る
と
虚

血
性
心
疾
患
に
な
り
や
す
い
た

め
、
四
〇
歳
を
す
ぎ
た
ら
一
年

に
一
回
定
期
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
運
動
や

食
生
活
に
も
気
を
く
ば
り
ま
し

ょ
う
。
と
く
に
親
、
兄
弟
に
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
患
者
が
い
る

方
は
、
早
い
う
ち
か
ら
予
防
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）

風邪でもないのに咳がでる、声がかすれる、夜間の尿量が増すとい
うのは、心不全の初期症状にときどきみられます。心不全は心臓の
ポンプ機能の衰えにより起こるもので、息切れ、疲れやすい、むく
みが主症状です。虚血性心疾患が原因であることがしばしばです。


